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1. はじめに 

 タッティングダンスとは、タット（タッティング）

と呼ばれる動作を音楽に合わせて動かし、ダンスと

して昇華させたもので、腕、肘、手首、指先などを

パズルのように組み合わせて踊るのがタッティング

ダンスである。近年、SNS や動画投稿サイトの出現

及び小中学校のダンス必修化に伴い、様々なジャン

ルのダンスが広い世代に浸透してきている。しかし、

タッティングダンスを他のジャンルのダンスと比較

すると、知名度が低く、専門とするダンサーの数が

少ない。また、ダンスを習得する際に必要な能力が

大きく異なるため、練習方法も他のジャンルのもの

と大きく異なる。過去にロックダンスの教育支援シ

ステム[1]やブレイクダンスの練習に関する研究[2]

がされているが、タッティングダンスには効果的で

はないと考えた。 

そこで、タッティングダンスに必要な能力である、

自分の腕の動かし方をより正確に把握する能力の向

上と、タッティングダンスにおける基礎の習得を目

的とした練習システムを開発し、実際に効果的であ

るか調査を行った。 

以下、2 章でシステム設計について述べ、3 章で実

験について述べる。4 章で評価と考察について述べ、

5 章でまとめを行う。 

2. システム設計 

 言語は Python3.6 を用いた。また、画像処理、Web

カメラ映像の取り込みをするにあたって、OpenCV ラ

イブラリを使用し、GUI フレームワークは Kivy ライ

ブラリを使用した。 

 本システムでは規範動画を使用する。規範動画と

は、ダンスの練習をする際の手本となる動画を指す。

この規範動画に、ダンスパフォーマンスグループ

「XTRAP」のメンバーである RYOGA 氏の初心者向けタ

ッティングダンスルーティン動画を、仕様及び改変

の許可を得て使用する。 

 タッティングダンスには自分の腕の動かし方をよ

り正確に把握する能力が必要である。その能力を向

上させるため、規範動画と自身の上半身を映した

Web カメラのリアルタイム映像を並べて配置し、比

較と練習を同時に行う練習方法を採用した。システ

ムの全体図を図 1 に示す。このように配置すること

で、手本の動作と自身の動作の両方が視界に収まり、

2 つの動作を容易に比較し、修正することが出来る。

これを繰り返し行うことで、自分の腕の動かし方を

正確に把握できるようになると考えた。 

 基礎動作を習得するためには、規範動画の分かり

やすさが重要であると考えた。タッティングダンス

は動作 1 つ 1 つが複雑であり、動作を把握するのが

難しい。そこで、図形を用いて動きを情報として認

識しやすいように規範動画を編集した。これにより、

動画を一時停止した場合でも動きを確認することが

出来る。また、規範動画を動作ごとに細かく分割し、

ボタンで再生する部分を選択できるようにしている。

これらの機能は基礎動作の集中的な練習において効

果的であると考えた。 

 

図 1 システムの全体図 

 

3. 実験 

 本実験をタッティングダンス未経験者または初心

者の大学生 16 名を対象に行った。実験の様子を図 2

に示す。実験の流れは以下の通りである。 
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  1) 事前説明(約 5 分) 

  2) シミュレーションの実施(5 分間) 

  3) アンケート回答(約 5 分) 

 アンケート項目を表 1 に示す。質問 1，2 はあるか

ないかの 2 択、質問 3，4，5，6 は 4 段階評価、質問

7，8 は自由記入となっている。 

表 1 アンケート項目 

項目番号 アンケート内容 

1 
タッティングダンスを見たことは

ありますか？ 

2 
タッティングダンスをやったこと

はありますか？ 

3 
本システムは使いやすかった 

ですか？ 

4 
本システムはダンスの練習に 

役に立ちましたか？ 

5 動画は見やすかったですか？ 

6 
動画の再生部分を選択ボタンは 

役に立ちましたか？ 

7 
ボタンや映像の大きさ、配置など

改善点があればお書きください。 

8 
その他ご意見あれば 

お聞かせください 
 

 

4. 評価と考察 

 質問 1，2 から、タッティングダンスを見たことが

ある人は 16 名中 7 名、見たことがない人は 9 名で

あり、やったことがある人は一人もいないという結

果が得られた。 

 質問 3、4，5，6 は本システムの使用感及び本シス

テムがダンスの練習方法として効果的であるかにつ

いての質問である。いずれの項目も 16 名中 14 名以

上から最も高い評価が得られた。 

質問 7，8 からは多くの改善点や不足している機能

に関する意見が得られた。例として、規範動画とカ

メラ映像のサイズが小さくて少し見づらい、各ボタ

ンにアイコンがあると分かりやすい、一部キー入力

をボタンにすれば、すべての操作をマウスで行える

ようになる、等である。１つ１つは細かい改善点で

あるが、本システムは何度も繰り返し練習すること

を想定したシステムであるため、細かい気になる点

がモチベーションや練習の際のストレスに大きく影

響すると考えるため、得られた改善点は出来るだけ

修正し、ストレスのないシステムに改善していきた

い。また、タッティングダンスの練習を目的として

本システムを開発したが、年配の方の記憶力低下防

止など、他の分野に応用できないか、という意見も

得られた。今後の課題として、本システムによって

得られる効果を改めて調査し、どの分野に応用でき

るかを模索していきたい。 

5. おわりに 

 本研究では、タッティングダンスにおける基礎動

作の習得と、必要な能力の向上を目的としたタッテ

ィングダンス初心者用の練習システムを開発した。

基礎動作の習得を容易にする要素として、規範動画

を編集し、動作の理解を容易にした。また、規範動

画を動作ごとに分割し、再生する部分を選択できる

ようにし、1 つの動作を集中的に練習できるように

した。タッティングダンスに必要な、自分の腕の動

かし方を正確に把握する能力を向上させるため、規

範動画と Web カメラの映像を並べて表示した。これ

により、規範動画を見ながらリアルタイムに練習と

修正を行えるようにした。以上の機能を実装したシ

ステムを使用し、練習することでタッティングダン

スをより効率的に習得することが可能であると考え

た。 

 アンケートでは本システムの使用感と機能につい

て高い評価を得たが、改善点も数多く見られた。今

後の課題として、それらの改善を行いつつ、本シス

テムの機能が他の分野に応用できないかの模索を行

っていきたい。 
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